
（１）COIL Trial：オンラインによる語学研修＆フィールドスタディ

－北京外国語大学：中国語研修と日本語学科との学生交流 2022，2023－

（２）日本語ディスカッション（協定校サービス日本語講座）

－海外協定校の参加学生によるZoomディスカッションから学ぶ日本語と
異文化理解 2021，2022，2023

国際交流センター 福岡昌子



COILを活用した国際教育交流：グローバル人材育成や留学促進を目指す

●COIL（国際協働オンライン学習プログラム）は，米国のState University of
New Yorkによって2006年に開始された．

●COILは異なる国や地域に所在する2か国以上の大学において，授業を提供す
る教員同士が共同でシラバスを作成し，オンラインで国際的な協働学習の要素
を組み込んで実施されるものである．

● COILが期待される効果

①数か国との協働学習や比較学習活動が可能

②学生のリーダーシップ能力やプロジェクトの企画運営能力を養成

③学生のICTリテラシーの向上

④教員間ネットワークの醸成

⑤留学が難しい学生への国際交流機会の提供

⑥オンラインと対面を組み合わせた教育手法による新たなグローバル教育の

構築・展開

⑦海外留学派遣や外国人留学生受入れなどの学生移動が促進される
静岡県立大学（2022）「What is COIL？」（https：//www.us-coil.jp/coil/）参照



（１）オンラインによる北京外国語大学：語学研修＆フィールドスタディ2022

1）目的１：
①日本と中国をめぐる経済・社会・文化活動を知る．
②本学の在学期間において，中国語や現代中国の状況を知る機会を提供し，
将来国際的に活躍する人材を育成する．
２）目的２：
①中国語（北京語）を学ぶ，②現代中国を知る，③協働学習を行って学生
同士の交流を図る，④訪問先の都市の文化・社会を知る

＊北京外国語大学の中文系・日文系・弁公室と協力し，中国語（北京語）
の講習，日文系学生との交流を図った．また，日中経済協会北京事務所と
Zoomで繋ぎ，現代中国を学んだ．



2022年度
Ⅰ．8月17日（水）～24日（水）北京外国語大学講師による中国語語学研修
Ⅱ．8月23日（火）日中経済協会北京事務所所長の講演
Ⅲ．8月22日（月）～26日（金）三重大学の学生と北京外国語大学日本語学
科の学生との交流活動



3）参加者 ＊出席率：三重大学95.5％、北京外国語大学96.2％
・三重大学11名：教育学部2名、人文学部4名、生物資源学部2名、医学部
2名、国際交流センター1名、男3名女8名、タイ、ドイツの留学生を含む。
・北京外国語大学9名：日本語学科（1年生3名、2年生3名、3年生1名、大
学院2名）、男3名女6名

４）研修・交流内容
①語学研修：北京外国語大学テキスト“Learn Chinese with Me”、初級レ
ベルの場面シラバスを中心として、50分×12回（最終会話テスト含む）
②グループ討論会・発表会：学生が関心のあるテーマに基づき、両大学
の学生を3グループに分け、発表内容をグループで検討し、発表した。
③自国の文化の紹介：三重（日本）の地域や文化、北京（中国）の地域
や文化について、紹介し合った。



• 2023年度
Ⅰ．1月6日～2月3日（毎週土曜日9時～12時）中国語語学研修
Ⅱ．1月10日～2月7日（毎週水曜日9.10限）
三重大学の学生と北京外国語大学日本語学科の学生との交流活動

1/6（土） 1/13（土） 1/20（土） 1/27 （土） 2/3 （土）

中国語オリエンテーション
Wang Tong先生のご紹介
10:05～10:55 中国語①
11:05～11:55 中国語②

11:55～12:00 連絡事項

9:00 Zoom入室
9:05～ 9:55 中国語③

10:05～10:55 中国語④
11:05～11:55 中国語⑤

11:55～12:00 連絡事項

9:00 Zoo入室
9:05～ 9:55 中国語⑥

10:05～10:55 中国語⑦
11:05～11:55 中国語⑧

11:55～12:00 連絡事項

9:00 Zoom入室
9:05～ 9:55 中国語⑨

10:05～10:55 中国語⑩
11:05～11:55 中国語⑪

11:55～12:00 連絡事項

9:00 Zoom入室
9:05～11:00 ⑫テスト

11:00～11:55 ⑬中国語交流
北京外大の学生さんと中国語で会
話チャレンジ
11:55～12:00
Wang Tong先生の講評

1/10（水） 1/17（水） 1/24（水） 1/31 （水） 2/7 （水）
16:20
①費暁東先生のご紹介＆お話－
中国の春節についてー

16:40
②両大学の学生の対面式
（自己紹介）
③テーマ・マッチングgroupの発
表
④模擬ディスカッションの体験
⑤模擬ディスカッションの結果
を発表（PPT1枚）
17:45 連絡事項

16:20
①ディスカッションの方法につい
ての説明
②座長グループ検討会
・PPT資料準備（PPT約8枚）

17:40 進捗状況の発表
連絡事項

16:20
●座長グループ１の発表

15:30
ディスカッションの結果を発表
（PPT約5枚）（4グループ）

17:45 連絡事項

16:20
●座長グループ２の発表

15:30
ディスカッションの結果を発表
（PPT約5枚）（4グループ）

17:45 連絡事項

16:20
●交流会
・中国の大晦日の様子をZoomで紹
介してください❣
・Q＆A

17：40
・講評、記念撮影
・報告書・アンケート提出
（２/7の24時まで）
・グループPPTの提出
・修了書と中国語のテスト結果の
送付について



2022年度成果
①本学学生と海外協定校の学生との相互交流や異文化理解に貢献できた．
②オンラインでの短期語学留学の成果を十分に達成することができた．
③昨今の報道により双方の学生が互いの国に対して偏見を持っていたが，
本事業の交流活動によって払拭される機会となった．
④日中経済協会北京事務所所長の「現代中国を知る」講演を聞き，双方
の学生がそれぞれの視点から現代中国の知識を得ることができた．
⑤文化や言語の異なる学生が参加する国際共修型のCOIL授業を展開す
ることができた．



（２）日本語ディスカッション（協定校サービス日本語講座）
2021，2022，2023

実施概要（2022）
• 実施日程：2022年11月9日～2023年１月25日、16時20分～17時50分、合
計9回

• 目的：①海外の協定校の学生と三重大学の日本人学生が、互いに異文化の
視点を尊重し、Zoomで日本社会や文化について学び、ディスカッション
する。②受講者は、社会や文化に対する観察力を磨き、自分の考えをまと
めて発表する力を養う。③三重大学へ留学を促進する。

• 参加大学および参加人数：ハイデルベルグ大学２名（ドイツ）、安徽農業
大学８名・江蘇大学２名（中国）、国立高尾師範大学１名（台湾）、ホー
チミン師範大学５名（ベトナム）、サンパウロ大学1名（ブラジル）、パ
ジャジャラン大学5名（インドネシア）、Maejo 大学１名（タイ）、三重
大学３名（日本）、合計8つの国と地域 28名。



• 日本語レベルがN3なのに「日本語ディスカッション」に参加し、日本語で皆さ
んと会話ができてとてもうれしかったです。この体験を機会にもっと日本語を勉
強します（ブラジル）。

• 参加国の皆さんの国の文化や考え方について理解が深まりました。楽しい授業で
した（ドイツ）。

• 異なる国の人と話し合えてとても楽しかったです。会話の練習もできて友達もで
きました。議論の場でもっと自分の意見を言えなかったのが残念でしたが、いい
体験でした（中国）。

• 幸いにもこの授業に参加することができ、異なる国の学生と一緒に討論し意見を
分かち合うことができました。先生が内容をレビューすることもあり、誰もが自
分の意見を述べる機会があり、授業が充実しているように感じます（中国）。

• 最初は先生の話していることがわからなかったのですが、徐々に聞き取れるよう
になりました。とても有意義な討論で、異なる国の学生達と授業を受けることが
できて嬉しかったです（中国）

• 今まで1人で日本語を勉強していたから、文法も正しくないし語彙力も足りな
かった。でも、皆優しく接してくれて感謝しています。これからも日本語頑張り
ます（台湾）

• 授業は中国より面白く、こんなディスカッション式の授業な希有なチャンスです。
私はよくオンライン授業をしていますが、毎回期待する気持ちで参加した授業は
初めてです（中国）。

• 海外の大学と交流する機会ははじめてでした。私の語学力の欠如のために、ス
ムーズに交流できなかったことが残念でしたが、これからも引き続き参加して自
分の能力を鍛えます（中国）。

• このプログラムに参加できて嬉しかったです。先生と新しい友達に出会って日本
語が上達しました（インドネシア）。

• この授業を通して、自分の日本語のレベルがまだ足りないことに気づきました。
もっと日本語を勉強したいです。新鮮なことがたくさんあって面白かったです
（中国）

• 海外の文化の違いを発見することは難しかったですが、普段の生活では関わる

ことができない海外の方とお話しできたことが良かったです（日本）



COILによる国際協働学習
多様な文化的・言語的背景をもつ学生同士の学び合いの場の提供

• 短期留学としての効果が充分に発揮される．
• インターンシップなど実際現地での体験型研修を除き，語学研
修や異文化体験を含む現地視察やフィールドスタディにおいて、
COIL型の研修・交流活動で，十分に成果が発揮・達成できる．

• 協定校の学生同士がICTリテラシーの向上だけではなく，協働
学習を通して知見や交流を深めることができる．

• 教員間においても意見交換しながら協働学習を指導することが
できる．

• COILによる国際協働学習を積極的に展開することで，さまざま
な形でグローバル人材の育成や留学促進が展開できる．
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